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※今後、調査結果の詳細な分析を行い、「学力向上を図るための全体計画」（学校としての授業改善プラン）を１０月２０日
　（予定）までに公表いたします。

・４年の理科、社会と６年の社会、算数以外は全国平均正答率を上回っている。
・６年は昨年度大きく下回った理科で今年度は平均正答率を１．１ポイント上回り、１年間の取り組みの成果が出た。
・ここ数年各学年の弱みであった「書く力」は４年で２．１ｐ、６年で０．５ｐ下回ったが、向上傾向にある。
・算数では、３年～５年はすべての観点で全国平均正答率を上回った。６年は僅かではあるが全観点で下回ったが、
全国学力調査では１観点を除いてすべて上回ることができた。
・社会では、５年が全ての観点で大きく全国平均正答率を上回ったが、４年・６年は下回る観点が目立った。
・総合的に判断すると、各学年とも学習規律や学習環境の改善が進み、教科の基礎・基本が徐々に定着してきている。

全国学力・学習状況調査

１）目標値：学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに正答できることを期
待した児童の割合を示したもの。観点ごとの目標値は、設問ごとに設定された目標値をもとに算出されている。
２）平均正答率：正答率の平均値のこと。観点における学年のデータとして用いる際は、その観点の全設問における学
年集団の正答率の平均値。なお、正答率を算出するうえで、記述・論述式問題の準正答（部分点）については、正答数
を０．５として換算している。
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